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Morphological analysis of ileal grafting
following ileocystoplasty in the rat : a
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proliferative cell nuc】ear aTtigen（PCNA）の免疫組織化学で検討している。
回腸利用拡大膀胱粘膜には、術後種々の比率で移行上皮や被蓋上皮様に変化した部分が出現したが、
常に腸的形態を残す部位がみられた。そのうち腸的形態を残す部位について検討したところ、PCNA
免疫染色陽性細胞を指標とする陰寓の長さは術後経過時間とともに多様となった。一部の絨毛では起
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始部に花弁様の形態を示す細胞が密集していたが、上皮細胞は隣接細胞および基底膜と密着する微細
構造を保持していた。花弁様細胞をもつ粘膜では陰喬は短く、絨毛上皮は“のみこみ，，小脇をほとんど
もたず、細胞質に空胞を有する正常回腸絨毛頭部脱落前の吸収上皮細胞に似た形態を示し、BrdU標
識で調べると移動速度は遅かった。一方、花弁様細胞をもたない粘膜は常に長い陰徳を有し、絨毛上
皮は“のみこみ”小胞をほとんどもたず、分泌顆粒を有する未熟な細胞で移動速度は速かった。
以上の結果から、移植された腸管では、陰駕における増殖細胞数を増やしかつ細胞の移動を速める
ことで、外的環境の変化による脱落細胞を補っており、その結果吸収能を十分獲得していない未熟な
吸収上皮細胞が出現し、再吸収抑制に有利にはたらいていると考えられた。尿の再吸収抑制機構とし
て細胞間隙の狭小化や基底膜との密着がおこり、そのため一部の絨毛で細胞移動が妨げられ花弁様細
胞が出現する。また、細胞増殖が減少する陰寓が生じ、多様な形態の粘膜が生じ、続いておこる化生
変化のもとになると考えられた。本研究では、腸管利用膀胱再建術に伴う移植腸管粘膜の蓄尿臓器と
して変化していく過程とその安定性を示したもので、博士（医学）の学位を授与するに値するものと
考えられる。
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